



第一技術室 技術長 町 原秀夫
機器号・ 分析技術研究会の参加報告 ======= 
2010年度の機器・分析技術研究会は9月2-3目、東京工業大学の大岡山キャンパスにて開催さ
れ、全国より 257名の参加者がありました。
O オープニング
東京工業大学(以下、東工大と略)は、明治 14年、蔵前の地に設立された東京職工学校を前身
としており、当初より「ものっくり j の伝統を持ち続けています.開会式では伊賀学長が大学の歴
史や、技術向上をはかる「研錦町場Jとしての研究会の意義を熱い口調で語っていました。
特別講演は東工大 ・生命理工学研究科の本川逮雄教授がwrプウの時間ネズミの時間」 から技術に
ついて考える』と題して、大変ユニークなお話しをされました.本川教授は、生物学的世界観をわ
かりやすく挽く著書を執筆するとともに、高校生が学ぶ生物学の内容を 70曲の歌にした CD付書
考書「歌う生物学 必修編j で歌う先生として有名だそうです。最後に控術の伝承と時間について
話され、技術者魂を発揮してこれからも技術研鎖に努めてほしいと結びをまとめられました。
O 一般発表とポスター発表
一般発表での質問はなかなか鋭いものがあります.、ポスター発表では製作した物を示しながら説
明を聞けるので、いろいろなノワハクを聞き出すことができます。東工大の機械加工のポスターで
は簡単な治具を使って精度の高い切削を行った例や、『もったいないjの気持ちから超鋼チップを再
生して使ったことから学んだことが私には参考になりました.
設計工作枝術センター調査報告
発表時間中にセンターの技術専門員の方から施般を見学させていただき
ました。この調査では NC工作機械の配置状況や CADCAM、技術職員に
よるセンター運営の状況を聞き、福井大学の育成センター運営に反映でき
る交流を行うことができま Lた。汎用機械類は多数揃っていましたが、興味を引いたものではワイ
ヤー加工機にロータリーテープノレをつけた物がありました.これはまだ十分活用されていないkの
ことでした。香銃製作について料金は汎用機使用で600円/時間、NC機使用では 1，000円/時間
とのこと。このあたりの料金が妥当な金額ではないかと考えた次第です。今後、調査結果をまとめ、
育成センター運営に反映させていきます。
